
パラグア

イから一時
帰国中の伊

達勝見・現

地事務局長

にインタビュー

しました。

Ｑ：現地で

の担当業務はどんな仕事ですか？

Ａ：今日まで各地の植樹活動を支

えてきましたが、3年前の大洪水

でレダは多くの被害を受けました。

今では、木の植え替えや整理もさ

れて、当時の被害はわからなくなっ

てきました。植樹の担当ですが、

多くの仕事を兼任しました。何で

も一応やらない

といけないので、

発電機の操作か

ら、週刊レポー

トの作成、農場の野菜や果物の収

穫なども行いました。その中でも、
日本の支援者からトラックをいた

だけたことで、仕事を飛躍的に拡

大することが出来ました。

Ｑ：最も苦心したことは？ Ａ：

夏場は40℃以上の暑さに、自分の

体力を維持しながら、やるべき事

柄をいかに効果的に行うかという

こと。農場や植樹園の除草、肥料

作り、剪定、潅水などです。

Ｑ：最新のレダは？ Ａ：一昨年

ぐらいから大きく注目されるよう

になりました。パラグアイは世界

的にも木の伐採が激しく、保護さ

れてきませんでした。国連からも

その点への指摘がされて
います。米国の青年リー

ダーの研修に用いられ、

環境保護活動の教育の場

として貴重な存在になっ

ています。また米国の牧

師たちの来訪、在パ日系

人の訪問と国際交流の場

としても大切になってき

ています。

Ｑ：日本でしたい事は ？ Ａ：

今までの歩みの整理と記録のデー

ターの作成。必要事項の学習、多

くの人々にレダの紹介をしたいで

す。

Ｑ：将来の抱負は？ Ａ：より計

画的で、効果的な植樹活動をレダ

で行いたいです。またレダの情報

提供も充実させたいです。そして

レダに人々が定住できる快適な環

境作りに少しでも貢献できればと

思っています。

Ｑ：日本の皆様に一言 Ａ：パラ

グアイの青年組織と共同で植樹活

動を全国的に展開しています。そ

の時に、多くの人材を必要として

いますので、特技のあるなしを問

わず、短期や長期どちらでも積極

的に訪問してください。また、山

の中での植樹の現場では、総合力

が必要で電気や機械技師なども待っ

てます。

4月8日、国立オリンピック青少年総合

センターで満開の桜の元、一日セミナー

が行われました。南北米福地開発協会と

共催で、高津啓洋理事長が、地球環境問

題と植樹活動をテーマに、講義とフィー

ルドワークの講義が行われ、80名ほどの

人が参加しました。

湘南支部や船橋支部の活動紹介に関心

をもって、エコツアーや植樹活動に参加

したいと、午後の分科会にも積極的に会

の活動に参加したいと話していました。
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[お知らせ] 8月21日から9月9日、青年ボランティア、パラグアイ植樹活動の募集を5月末まで行っています。


